
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 東亜大学 
設置者名 学校法人 東亜大学学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間科学部 

心理臨床・子ども学科 
夜 ・

通信 

10 

0 

74 84 13  

スポーツ健康学科 
夜 ・

通信 
113 123 13  

国際交流学科 
夜 ・

通信 
13 23 13  

医療学部 

医療工学科 
夜 ・

通信 
0 

56 66 13  

健康栄養学科 
夜 ・

通信 
32 42 13  

芸術学部 

アート・デザイン学科 
夜 ・

通信 
0 

43 53 13  

トータルビューティ学科 
夜 ・

通信 
128 138 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.toua-u.ac.jp/download/announcement/jitumu_jugyou2020.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東亜大学 
設置者名 学校法人 東亜大学学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.toua-u.ac.jp/download/announcement/R02 役員名簿.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 
H30.4.1 

～R4.3.31 
法律担当 

非常勤 浄土宗住職 
H29.5.25 

～R3.5.24 
総務担当 

非常勤 学校法人（前職） 
H30.4.1 

～R4.3.31 
総務担当 

非常勤 学校法人（他法人） 
H30.4.1 

～R4.3.31 
総務担当 

（備考） 

 

  

https://www.toua-u.ac.jp/download/announcement/R02%E5%BD%B9%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東亜大学 

設置者名 学校法人 東亜大学学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業科目については、シラバスに「授業の一般目標」「授業の到達目標」「各回のテ

ーマ、授業内容を明記した授業計画」「準備学習の内容」「成績の評価法」「テキスト・

教材・参考書」「受講上の注意点・その他」の項を設け、学内サーバーの学生専用ペー

ジと大学ホームページにおいても公表し、本学生及び一般の方も閲覧できるように公

表している。 

 またシラバスには学期が始まる前にその授業科目の教育目標を提示し、期の途中

に実施している授業評価アンケートの結果及び期の終了時点で科目担当者が作成す

る自己点検評価表も合わせて提示している。 

各教員がシラバスを適正に作成しているかどうかについては、各学科より選出されて

いる教学部委員が第三者としてチェック・指導を行い、教学部長に報告する形にして

いる。 

授業計画書の公表方法 
https://www.toua-u.ac.jp/シラバス 

学内専用 http://www1.toua-u.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本学では東亜大学学則に則り、授業科目の学修成果について、学則に基づき厳正なる

評価を行っている。原則として全授業時間数の３分の２以上出席した科目（科目によ

っては５分の４以上）についてのみ、定時試験を受験することができる。成績評価に

ついては授業科目のシラバスに明記され、学生にも公開されており、それに基づき教

員が評価を行っている。 

 授業向上委員会が学生に授業評価アンケートを実施しており、学修意欲をはじめ

とした結果についてそれぞれの授業にフィードバックするよう、担当教員に報告され

ている。この各授業科目の授業評価アンケートについてはそれぞれのシラバス上にア

ップされ、公開となっている。 

 卒業及び進級については、学則に従い、卒業要件、進級要件を満たしているかどう

か２月に実施される卒業判定、進級判定の教授会で確認している。 

https://www.toua-u.ac.jp/%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9
http://www1.toua-u.ac.jp/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

ＧＰＡ制度を導入し学生指導を行っている。履修登録期間でのＧＰＡによる履修指

導をはじめ、本学では前期に２回、後期に１回、担任による学生への面談を実施して

いるが、その際の参考データとしても有効活用されており、このＧＰＡの評価は学生

もポータルサイトにおいて確認できるようになっている。 

ＧＰＡの算出方法は、成績評価Ｓ（100～90 点）をグレードポイント４点、Ａ（89

～80 点）を３点、Ｂ（79～70 点）を２点、Ｃ（69～60 点）を１点、不合格を０点と

し、科目の単位数×グレードポイントの総和を履修登録科目の総単位数で割ったもの

である。 

１年次後期以降に２期連続ＧＰＡが 1.0未満となった学生については、保護者に連

絡を取ったうえに面談を行い、厳重注意及び学修指導を行っている。該当する学生は

次学期には担任以外の指定された教員による面談を毎週行うこととなっている。 

１年次後期以降に３期連続で学期のＧＰＡが 1.0未満となった学生については、教授

会の議を経て、学部長により退学勧告を行うと定めている。ただし上記の面談状況を

勘案し、勧告に猶予を与える場合があることも明記しており、本人の状況・意欲を考

慮しながら適切に実施するように心がけている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.toua-u.ac.jp/download/announcement/GPA 制度.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の教育理念、教育目的に基づき、学士課程のディプロマポリシー（学位授与の

方針）を次のように定め公表、実施している。 

１．知識・理解…文化、社会、自然に関する幅広い教養と、専門職業人として必要

な知識・理解を身に付けている。 

２．技能…社会人としてのコミュニケーション能力、ＩＣＴ能力、および専門職業

人として必要な技能を有している。 

３．態度・志向性…グローバルな視点から物事を把握しようとする態度、社会への

奉仕の精神、人を思いやる心を身に付けている。 

４．総合的な学習経験と創造的思考力…これまでに獲得した知識・技能・態度等を

総合的に活用し、自らが立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決す

る能力を有している。 

 このディプロマ・ポリシーに基づき制定されたこのカリキュラム・ポリシーにおい

ても、「実学教育」、「人間教育」、「グローバル人材の育成」といった本学の教育目的の

諸要素を明確に示しており、ディプロマ・ポリシー基づき、２月の卒業判定教授会お

いて卒業認定を厳正に行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.toua-u.ac.jp/教育理念と３つのポリシー 

 

  

https://www.toua-u.ac.jp/download/announcement/GPA%E5%88%B6%E5%BA%A6.pdf
https://www.toua-u.ac.jp/%E6%95%99%E8%82%B2%E7%90%86%E5%BF%B5%E3%81%A8%EF%BC%93%E3%81%A4%E3%81%AE%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%BC


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 東亜大学 

設置者名 学校法人 東亜大学学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.toua-u.ac.jp/財務情報 

収支計算書又は損益計算書 https://www.toua-u.ac.jp/財務情報 

財産目録 https://www.toua-u.ac.jp/財務情報 

事業報告書 https://www.toua-u.ac.jp/財務情報 

監事による監査報告（書） https://www.toua-u.ac.jp/財務情報 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.toua-u.ac.jp/大学自己評価報告 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.jihee.or.jp/kikanbetsu/2016/44university_of_east_asia.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間科学部、医療学部、芸術学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.toua-u.ac.jp/教育理念と３つのポリシー） 

（概要）本学は「他人のために汗を流し、一つの技術を身につける（建学の理念）」「地

域に生き、グローバルに考える」「友と出会い、友と生きる」の３つの教育理念を定めて

いる。この３つの理念に基づき、広い教養と豊かな人間性を育む人間教育と、国家資格な

ど資格・免許取得のための教育を行い、「真の実学教育」を目指している。さらに国際的

でグローバルな視点を持ち、地域社会との関わりや実習体験を通して、課題探求と問題解

決の高い能力を持った人材の育成を掲げ、たくさんの出会いを通して自分の世界を広げ、

ひとのため社会のために自分に何ができるかを考える基本的な感性を育てることを目的と

している。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.toua-u.ac.jp/教育理念と３つのポリシー ） 

（概要）教育理念、教育目的に基づき、学士課程のディプロマ・ポリシー（学位授与の方

針）を次のように定め、実施している。 

１．知識・理解…文化、社会、自然に関する幅広い教養と、専門職業人として必要な知識・

理解を身に付けている。 

２．技能…社会人としてのコミュニケーション能力、ＩＣＴ能力、および専門職業人とし

て必要な技能を有している。 

３．態度・志向性…グローバルな視点から物事を把握しようとする態度、社会への奉仕の

精神、人を思いやる心を身に付けている。 

４．総合的な学習経験と創造的思考力…これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的

に活用し、自らが立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決する能力を有し

ている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.toua-u.ac.jp/教育理念と３のポリシー ） 

（概要）教育理念、教育目的を達成するために、学士課程のカリキュラム・ポリシー（教

育課程の編成・実施の方針）を次のように定めて公表、実施している。 

・全学共通の共通教育科目を開設し、そのうちに、初年次導入科目「大学基礎」、「人間

と文化」「人間と社会」「人間と科学」の３領域からなる教養科目、および外国語科目、

キャリア科目を含める。また、正課外の優れた社会的・実践的活動を人間教育科目として

単位認定する。 

・各学科の専門教育科目は、基礎的な科目から高度に専門的な科目へと年次進行に即して

段階的に配置し、４年次においては卒業研究を必修とする。専門教育科目のうちには、Ｉ

ＣＴ科目を含める。 

・真の実学教育を実践するため、国家資格など資格・免許取得を推進する。加えて、実践

的能力を養成するため学内外での多様な実習科目を開設する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.toua-u.ac.jp/教育理念と３つのポリシー） 

（概要）本学は、次世代を担う人たちの豊かな可能性に期待を込めて、次のような人を広

く求めている。１．豊かな教養と専門性を身につけた社会人になりたい人 ２．将来の夢

や目標を資格取得によって実現したい人 ３．大学で学ぶ中で自分を発見し、将来の夢や

目標を見つけたい人 この３項目をアドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

として掲げ、入学者選抜の基本方針に従い入試形態に応じて合否判定を行っている。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：https://www.toua-u.ac.jp/download/announcement/R02kyoumu_soshikizu.pdf 

他に学内サーバーにおいて教学部委員会、共通教育センター委員会、授業向上員会

等、教育研究上の基本組織の議事録を公表。 

https://www.toua-u.ac.jp/%E6%95%99%E8%82%B2%E7%90%86%E5%BF%B5%E3%81%A8%EF%BC%93%E3%81%A4%E3%81%AE%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%BC


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

人間科学部 － 21人 12人 8人 0人 0人 41人 

医療学部 － 12人 12人 2人 0人 0人 26人 

芸術学部 － 6人 4人 2人 0人 0人 12人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 78人 78人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：http://www1.toua-u.ac.jp/kyomu/soran.asp 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

https://www.toua-u.ac.jp/FD 活動 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間科学部 145 人 180人 124.1％ 625人 598人 95.7％ ―人 11人 

医療学部 95人 101人 106.3％ 395人 298人 75.4％ ―人 1人 

芸術学部 60人 73人 121.7％ 180人 206人 114.4％ ―人 8人 

合計 300 人 354人 118.0％ 1,200人 1,102人 91.8％ ―人 20人 

（備考）編入学定員は全学部とも若干名 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間科学部 
78人 

（100％） 

3人 

（ 3.9 ％） 

59人 

（ 75.6 ％） 

16人 

（ 20.5 ％） 

医療学部 
43人 

（100％） 

0人 

（ 0.0 ％） 

37人 

（ 86.0 ％） 

6人 

（ 14.0 ％） 

芸術学部 
12人 

（100％） 

1人 

（ 8.3 ％） 

8人 

（ 66.7 ％） 

3人 

（ 25.0 ％） 

合計 
133人 

（100％） 

4人 

（ 3.0 ％） 

104人 

（ 78.2 ％） 

25人 

（ 18.8 ％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

 東亜大学大学院、（株）東急百貨店、山口県警察 

（備考） 



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人間科学部 
105人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

医療学部 
52人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

芸術学部 
21人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
178人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）授業科目、授業の方法、年間の授業計画に関しては、カリキュラム・ポリシーを明確

に定め、それに則り、体系的な教育課程を編成している。それとともに、学生の自主的、自立

的な学修を促すためのさまざまな教授方法の工夫、カリキュラムの工夫を行っている。本学の

カリキュラム・ポリシーは https://www.toua-u.ac.jp/教育理念と３つのポリシーにて公表し

ている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）単位認定、卒業・修了認定に関しては、成績評価基準を明確に定め、教育目的に基づ

いたディプロマ・ポリシーを制定し、それに即した卒業要件、修了要件を定め、厳格に適用し

た卒業判定、修了判定を行っている。 授業の成績評価の基準は「大学学則」で定められてい

る。60点以上が合格で、100～90 点が S、89～80 点が A、79～70点が B、69～60点が C、60 点

未満は不合格となっている。卒業判定に関しては、毎年 2月に学部ごとに卒業判定会議が開催

されている。そこでは、4年生の成績が卒業要件に照らして確認され、厳正に卒業判定が行わ

れている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間科学部 

心理臨床･子ども学科 124単位 ○有 ・無 48単位 

国 際 交 流 学 科 124単位 ○有 ・無 48単位 

スポーツ健康学科 124単位 ○有 ・無 48単位 

医療学部 
医 療 工 学 科 124単位 ○有 ・無 48単位 

健 康 栄 養 学 科 124単位 ○有 ・無 48単位 

芸術学部 
アート･デザイン学科 124単位 ○有 ・無 48単位 

トータルビューティ学科 124単位 ○有 ・無 48単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

 

https://www.toua-u.ac.jp/%E6%95%99%E8%82%B2%E7%90%86%E5%BF%B5%E3%81%A8%EF%BC%93%E3%81%A4%E3%81%AE%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%BC


  

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.toua-u.ac.jp/キャンパスマップ 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間科学部 

心理臨床･子ども 620,000円 240,000 円 260,000円  

国際交流 600,000円 240,000 円 190,000円  

ｽﾎﾟｰﾂ健康 660,000円 240,000 円 330,000円  

ｽﾎﾟｰﾂ健康 

(柔道整復) 
780,000円 240,000 円 520,000円  

医療学部 

医療工 780,000円 240,000 円 520,000円  

医療工 

(医療福祉) 
620,000円 240,000 円 300,000円 

 

健康栄養 680,000円 240,000 円 350,000円  

芸術学部 
ｱｰﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ 840,000円 240,000 円 380,000円  

ﾄｰﾀﾙﾋﾞｭｰﾃｨ 620,000円 240,000 円 300,000円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学生の学修支援に関しては、教職員協働の体制を整備しており、オフィスアワー、

担任制、ポータルサイト等を活用して学修支援を行っている。教育目的の達成状況の評価と

フィードバックに関しては、「学修成果アンケート」、「授業評価アンケート」、資格・免

許取得状況、卒業研究等を通して、学生の学修状況を把握し、教育目的の達成状況を点検・

評価し、教育内容・方法及び学修指導の改善にフィードバックしている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）１年次前期からキャリア科目を継続的に開講している。社会人基礎力や職業意識な

ど、その時点で身につけたいものを、授業を通して学生に伝え、低学年次から就業力の向上

を図っている。また、３年次後期には就職活動に向けた実践的な科目を設置し、進路支援を

行っている。 

キャリア科目とは別に、キャリアセンターが中心となり、各種筆記試験模試、適性検査、

就職活動向けの各種セミナーなど、豊富なメニューで学生をバックアップしている。また、

各学科の志望に合わせた就職セミナーや、様々な業種・職種の学内企業説明会も実施してい

る。 

昨今のインターンシップの状況に鑑み、インターンシップ科目のほかインターンシップセ

ミナーや各種登録会などを実施し、学生の進路実現に向けて低学年次からのサポートも行っ

ている。 

学生向けに専用ホームページを開設し、パソコンやスマートフォンから最新の求人情報や

就職関連情報を閲覧できるよう、日々内容を更新している。 

学生の個別指導については、エントリーシート、履歴書の添削からマナーや様々な種類の面

接練習まで網羅し、万全の態勢で採用試験対策を行っているほか、様々な進路相談や個別指

導も各学科教員ときめ細かく連携をとり実施している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）健康相談センターを組織し、学内に学生相談室と健康相談室を設置し、心とからだ

の健康管理に関する専門的な業務を行い、学生及び教職員の健康の保持促進を図っている。 

学生相談室は、（１）本学学生の一身上、様々な心の問題に対する相談及びカウンセリン

グ（２）大学教育の一貫として心の発達支援を行うための企画、立案（３）専門機関関係者



  

及び関係部局に対する連絡、案内及び協力（４）本学教職員による教育や厚生に対する支援

及び相談（５）相談業務に必要な調査、研究（６）その他センターの目的達成に必要な業務

を行い、学生を支援する。 

健康相談室は、（１）定期及び臨時の健康診断（２）健康相談及び応急処置（３）環境衛生

及び保健管理の充実向上のために必要な調査、研究（４）保健衛生に関する知識の普及

（５）その他センターの目的達成に必要な業務を行い、学生を支援する。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：http://www1.toua-u.ac.jp/kyomu/soran.asp 

https://www.toua-u.ac.jp/?s=&cat=39&orderby=date 

 

 


